
- 1 -

うごけらくがきNo35
義髙 亙

字や文章を書いたり、絵を描いたりする支援機器

として 、ワープロソフト、ドローソフトを開発しAI
てグラフや説明文を入力し、特支学校や特支学級で

コンクールに入賞したことがありました。

そのドローソフトのひとつが「うごけらくがき」

です。

もともとは中学校特支学級や特支学校中学部向け

に開発を始めました。ゴールとして小学部から大人

まで、障がいの有無にかかわらず、自由に絵を描い

て表現活動で楽しめるように開発しました。

はじめは試作版をグラフコンクールのグラフ作成支

援に使用しました。

その後はもっと自由に誰でも絵を描いて表現活動

をすると言う方向で改訂を進めました。またマウス

を使用するのが難しい場合には入力機器を独自に開

発して活用しました。

私が訪問学級を担当した時は重度重複障害がある

お子さんにも調整して活用できました。

障害があってもなくても描画活動をして活用できま

した。適切な支援機器などの支援があれば 老若男

女や障害の区別無く表現活動が出来ることを実証で

きました。

この「うごけらくがき」は 社長賞など国内通NTT
信企業から賞を受賞だけでなく

文化庁芸術祭ではアカデミー賞受賞のジブリの千と

千尋の神隠しやファイナルフアンタジーなどととも

に受賞して同じステージで高評価されたものでもあ

ります。

障害があるから、重度重複があるからではなく、

支援が万全であれば同じステージに立てるという例

になったと思います。

このうごけらくがきを制作するときに子供が使用し

たデータを分析して改訂した経緯があります。提示

する機会がありましたら提示いたします。
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